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１．研究課題名 

和 名 造血幹細胞移植後のトキソプラズマ症診断における PCR 法の有用性の検討 

英 名 
Evaluation of efficacy of PCR in the diagnosis of toxoplasmosis after 
hematopoietic stem cell transplantation 

２．研究部門 
感染症病態研究部
門 

３．大分大学 
共同研究教員 

緒方正男 

４．研究期間  2021 年度 ～  2021   年度 

５．研究分野 
番号：13   分野名：免疫不全患者におけるトキソプラズマ脳症の診断法
の開発研究 
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６．研究組織（研究分担者）※必要に応じて行を追加してください。上段：和／下段：英 

 所属機関・部局・職名 

(和) 三木田 馨 (和) 慶應義塾大学医学部感染症学教室 
医学部 感染症 (英) Kei Mikita (英) Department of Infectious Diseases, Keio University School of Medicine 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
７．令和 3 年度（2021 年度）年度研究成果の概要（本共同研究で得られた研究成果の概要やその方法について、具体的に

記載してください。本センターの主要な施設・設備を使用した場合は、当該施設等が研究成果にどのように貢献したか等について記載してく

ださい。適宜、図表・見出しを配置していただいて構いません。） 

（和文：600～800字を目安に記入） 

本研究では造血幹細胞移植後に発症する予後が極めて不良なトキソプラズマ症の診断および抗体陽性者
において再活性化の早期検出における PCR の有用性を検討することを目的としている。 

研究計画に沿った今年度の成果に関しては以下の通りである。 
①  トキソプラズマ症の確定診断例の臨床検体からの PCR による T. gondii の検出 
今年度は、病理診断あるいは抗体価により確定診断された症例の臨床検を用いた PCR の有用性の検討は
該当症例がなく、実施できなかった。 
② トキソプラズマ症が疑われる症例の臨床検体からの PCR による T. gondii の検出 
トキソプラズマ症が疑われるが、診断に至らない 22 症例の臨床検体から DNA を抽出して PCR により、 
T. gondii の検出を試みたが、陽性となった症例はなかった。   
③トキソプラズマ抗体陽性者の PCR による T. gondii 再活性化のモニタリング 
造血幹細胞移植後のトキソプラズマ症は抗体陽性（既感染）者からの T. gondii の再活性化により発症す
るため、抗体陽性者を高リスク症例と定義して、検討を行った。1 症例が対象となり、モニタリングを行
ったが移植後に陽性化することはなく、経過した。これにより途中、原因不明の発熱などを認めたが、ト
キソプラズマ症を除外することができた。 

また医学生物学研究所と連携して、体外診断薬開発のための準備を行っているが、感度・特異度の検証を行
っている段階である。 
なお、本研究では大分大学腫瘍・血液内科学講座とは連携して、臨床検体の提供に加え、HHV-6 等で培わ
れた real-time PCR の手法に関する技術提供をいただく予定となっているが、新型コロナウイルス感染症
の流行もあり、今年度は実施出来なかった。 
 



3 

 

（英文：200～300word を目安に記入） 
The aim of this study is to evaluate the use of PCR in the diagnosis and the early detection of 
T. gondii reactivation in the toxoplasmosis after hematopoietic stem cell transplantation. The 
outcomes of this year are as follows: 
① Detection of T. gondii by PCR from the clinical samples of definitely diagnosed toxoplasmosis 
This year, there was no candidate for this evaluation. 
② Detection of T. gondii by PCR from the clinical samples of possible toxoplasmosis 
Twenty-two patients were enrolled into this evaluation. T. gondii was not detected from any of 
the samples. 
③ Monitoring of T. gondii reactivation by PCR in the T. gondii-seropositive patients 
One patient who underwent hematopoietic stem cell transplantation was enrolled into the 
evaluation. T. gondii PCR remained negative through the clinical course. The patient developed 
fever of unknow etiology but toxoplasmosis could be excluded based on the negative results of 
PCR. 
The development of in vitro diagnostics has been ongoing in collaboration with ‘Medical & 
Biological Laboratories’. Sensitivity and specificity of PCR methods have been assessed.  
The collaboration with Department of Medical Oncology and Hematology, Faculty of Medicine, Oita 
University,was planned but could not be performed because of the COVID-19 pandemic. 

 
８．本共同研究による研究業績（本共同研究の成果により、研究代表者もしくは研究分担者、指導大学院生等が令和 3 年度（2021

年度）において発表した論文、学会発表、著書等について、査読付き論文等に限らず幅広く記載してください。ただし、総説は対象に含め

ますが、学内の紀要に発表された論文・総説は除きます。）※国際共著論文とは、国境を越えた組織間の研究者による共著論文を指します。 

〔謝辞に本共同研究の成果である旨の記載がある論文〕 
※SCI 論文(JCR(Journal Citation Reports)データベースに収録された学術雑誌に掲載された論文)は赤字、国際共著論文は先頭に

○を付してください。 
 
該当なし 
 
 
 
 
 
〔上記以外の論文〕※SCI 論文は赤字、国際共著論文は先頭に○を付してください。 
 
該当なし 
 
 
 
 
 
〔学会発表〕 
 
該当なし 
 
 
 
 
 
〔著 書〕 
 
 
該当なし 
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９．本共同研究の波及効果（本共同研究による令和 3 年度（2021 年度）の波及効果（外部資金の獲得や学会賞受賞、関連コミュニ

ティ、特許出願等）について記載してください。） 

〔外部資金の獲得：資金制度名、研究課題名、機関（省庁・独法等）、金額、期間、代表・分担の別〕 
 
科研費：基盤研究(C)（一般）「造血幹細胞移植後のトキソプラズマ症診断における PCR 法の有用性の検討と臨床
応用」、合計 290 万円、令和 4 年～6 年、代表 
 
 
 
〔学会賞等の受賞〕 
 
該当なし 
 
 
 
 
〔本共同研究が密接に関係する学会・研究会等名称（※複数回答可）〕 
 
該当なし 
 
 
 
〔特許権等の取得：発明の名称、出願番号・特許番号等〕 
 
該当なし 
 
 
 
 

１０．本共同研究が発展したプロジェクト（本共同研究が発展したプロジェクトについて、そのプロジェクト名、財源、期

間、簡単な概要を記載してください。） 

〔プロジェクト名、財源、期間、簡単な概要〕 
該当なし 
 

１１．本共同研究により本センターを利用して学位を取得した大学院生（本共同研究により本センターの施設・

設備、データベース、資料等を利用して令和 3 年度（2021 年度）中に学位を取得した大学院生がいる場合、その氏名等を記載してください。） 

〔博士号取得者（氏名、大学・研究科名、国籍）〕 
該当なし 
 

〔修士号取得者（氏名、大学・研究科名、国籍）〕 
該当なし 
 

 


